
中
国
二
十
年
代
文
学
に
お
け
る
新
感
覚
派
小
説
手
法
の
受
容

穆
時
英
の
『
共
同
墓
地
』

を
め
ぐ
っ
て

李
　
　
　
　
　
征
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二
十
世
紀
の
三
十
年
代
は
中
国
近
代
小
説
の
収
穫
期
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
西
洋
文
学
の
薫
陶
を
経
て
近
代
化
し
た
し
五
四
以
来
の
出
発
期

の
近
代
小
説
と
比
べ
て
、
三
十
年
代
の
斬
以
、
張
天
翼
、
穆
時
英
、
沈
従
文
、
巴
金
、
沙
汀
な
ど
の
小
説
が
、
物
語
の
叙
述
、
言
語
の
運
用
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
一

感
情
の
表
現
な
ど
と
い
っ
た
形
式
と
内
容
の
両
面
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
「
五
四
」
時
期
の
小
説
が
こ
の
三
十
年
代
に
入

る
と
そ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た
近
代
的
意
義
を
も
つ
と
こ
ろ
の
使
命
を
終
え
て
、
新
た
な
現
代
小
説
と
し
て
の
形
を
徐
々
に
整
え
、
や
が
て
多
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
一

な
小
説
ス
タ
イ
ル
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
変
化
の
底
流
に
、
外
国
文
学
の
影
響
が
ど
こ
ま
で
お
よ
ん
だ
か
は
よ
く
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
「
五
四
」
前
後
の
十
年
代
の
文
学

と
比
べ
て
、
こ
の
三
十
年
代
の
文
学
は
一
段
と
視
野
が
広
が
り
、
中
国
作
家
た
ち
は
世
界
の
文
学
に
関
心
を
向
け
て
、
し
か
る
べ
き
養
分
を
吸

収
し
な
が
ら
新
し
い
文
学
を
創
造
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
文
学
近
代
化
の
過
程
で
、
隣
国
日
本
の
近
代
文
学
が
十
年
代
に
引
き
続
い
て
中

国
が
西
欧
文
学
を
受
容
す
る
窓
口
と
し
て
役
立
つ
一
方
で
、
日
本
の
近
代
文
学
自
身
に
起
こ
っ
た
新
し
い
思
潮
も
新
た
に
申
国
の
文
学
運
動
に

影
響
を
与
え
る
べ
く
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
近
代
文
学
の
い
わ
ゆ
る
白
樺
派
の
作
品
は
、
少
な
く
と
も
一
九
二
〇
年
前
後
に
既
に
魯
迅
等
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
芥
川
龍
之
介
等
の
新
思
潮
派
、
さ
ら
に
は
谷
崎
潤
一
郎
、
佐
藤
春
夫
等
の
耽
美
主
義
の
作
品
も
次
々
と
中
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
三
十
年
代
の
申
国
文
壇
で
圧
倒
的
な
優
位
を
占
め
て
い
た
の
が
左
翼
文
学
で
あ
る
以
上
、
そ
の
文
学
に
と
っ
て
は

や
は
り
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
影
響
を
離
れ
て
は
想
像
も
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

一236一
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
平
野
謙
に
よ
っ
て
昭
和
文
学
の
「
三
派
鼎
立
」
の
一
派
と
よ
ば
れ
、
真
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
わ
れ
た
日
本
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
）

感
覚
派
の
作
品
が
、
や
や
遅
れ
た
と
は
い
え
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
極
盛
期
で
あ
っ
た
一
九
二
八
年
の
申
国
文
壇
に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
年
、

劉
噌
鴎
な
ど
が
水
沫
書
店
を
創
設
し
て
、
片
岡
鉄
兵
な
ど
の
『
色
情
文
化
』
を
翻
訳
、
出
版
し
た
の
が
そ
の
画
期
と
な
っ
た
。
翌
年
、
郭
建
英

訳
の
横
光
利
一
の
榊
花
婿
の
感
想
蜴
も
同
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
国
の
文
壇
に
日
本
新
感
覚
派
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
た
最
初
の
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
雑
誌
汽
無
軌
列
車
』
な
ど
も
発
刊
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
作
家
ポ
ー
ル
・
モ
i
ラ
ン
や
臼
本
新
感
覚
派
を
紹
介
す
る

一
方
で
、
編
集
者
の
劉
噌
鴎
は
自
分
で
も
新
感
覚
派
的
な
作
品
を
書
い
て
い
る
。
劉
噌
鴎
、
穆
時
英
、
施
蟄
存
等
の
作
家
に
よ
っ
て
中
国
文
壇

で
模
索
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
近
代
的
な
小
説
手
法
の
実
践
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
や
日
本
の
新
感
覚
派
な
ど
か
ら
学
び
な
が
ら
、
新
し
い
小
説

様
式
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
そ
の
中
の
作
家
の
一
人
で
あ
る
穆
時
英
、
特
に
彼
が
新
感
覚
派
作
家
と
し
て
出
発
す
る
時
の
第
二
小
説
集
『
共
同
墓
地
』
一
原
題
『
公

墓
し
を
中
心
と
し
て
、
中
国
の
作
家
が
日
本
の
新
感
覚
派
の
作
品
に
み
ら
れ
る
斬
新
な
小
説
手
法
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
、
そ
し
て
そ

れ
を
通
し
て
い
か
な
る
中
国
的
な
新
感
覚
小
説
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
の
か
を
追
跡
す
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
は
こ
の
課
題
と
関
連
し
て
、

三
十
年
代
以
来
の
中
日
の
交
流
関
係
史
上
、
一
番
き
び
し
い
時
代
状
況
の
中
で
、
両
国
の
間
に
ど
の
よ
う
な
文
学
交
流
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ

に
ま
た
日
本
の
作
家
は
、
中
国
作
家
の
小
説
の
近
代
化
の
努
力
－
主
に
新
感
覚
派
の
小
説
手
法
の
受
容
1
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
評
価
し
て
い
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
少
し
く
触
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

一235一

二

　
穆
時
英
は
一
九
二
一
年
、
断
江
省
慈
渓
県
に
生
ま
れ
、
父
親
は
銀
行
家
で
あ
っ
た
。
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
お
よ
そ
十
余
歳
の
時
、
彼
は
父

親
に
従
っ
て
上
海
に
行
き
、
そ
れ
以
来
上
海
で
暮
ら
し
、
上
海
の
中
学
か
ら
や
が
て
光
華
大
学
に
進
ん
で
い
る
。
一
九
二
九
年
十
七
歳
の
時
、

ま
だ
大
学
在
学
中
の
頃
か
ら
、
小
説
を
書
き
始
め
、
本
名
以
外
に
は
伐
揚
、
匿
名
子
等
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
一
九
三
〇
年

の
春
、
彼
は
当
時
の
文
壇
で
盛
ん
で
あ
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
影
響
を
受
け
て
、
珂
俺
ら
の
世
界
』
一
原
題
閉
噌
個
的
世
界
㎏
）
、
童
一
い
旋
風
』

（
原
題
『
黒
旋
風
』
一
等
の
小
説
を
書
い
た
。
八
月
に
書
か
れ
た
『
南
北
の
極
』
（
原
題
『
南
北
極
』
）
も
同
一
系
列
に
属
す
る
が
、
此
の
小
説

は
後
に
施
蟄
存
の
推
薦
で
『
小
説
月
報
』
に
発
表
さ
れ
て
は
じ
め
て
文
壇
の
注
目
を
あ
つ
め
た
。
そ
の
時
、
彼
は
ま
だ
十
八
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
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早
熟
の
天
才
と
称
し
て
よ
か
ろ
う
。
一
九
三
二
年
一
月
、
穆
時
英
は
上
記
し
た
、
そ
れ
ま
で
の
三
篇
の
小
説
と
そ
の
後
に
書
か
れ
た
郷
指
』
一
原

題
『
手
指
』
）
、
『
海
に
生
く
る
人
々
蜴
一
原
題
門
生
活
在
海
上
的
人
椚
』
）
を
纏
め
て
門
南
北
の
極
』
と
い
う
題
名
で
、
処
女
小
説
集
を
出
し
た
。

　
こ
の
『
南
北
の
極
』
は
穆
時
英
の
初
期
の
代
表
作
で
、
失
恋
で
田
舎
か
ら
大
都
会
上
海
に
逃
げ
て
流
浪
漢
と
な
っ
た
一
人
の
若
者
の
精
神
遍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
一

歴
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
の
「
上
流
階
級
に
対
し
て
の
軽
蔑
と
憎
悪
」
を
表
現
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
体
は
主
人
公
の
第
一
人
称
に
よ
る

語
り
の
形
式
で
、
下
層
民
衆
の
口
語
を
効
果
的
に
駆
使
し
て
、
生
き
生
き
と
し
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
叙
述
の
技
巧
に

は
相
当
の
成
熟
度
が
認
め
ら
れ
、
当
時
の
文
壇
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
朱
自
清
が
後
に
穆
時
英
の
処
女
小
説
集
『
南
北
の
極
』
と
張
天
翼

の
小
説
集
『
小
さ
い
ぺ
ー
タ
ー
』
一
原
題
『
小
彼
得
』
一
を
口
語
文
の
成
功
作
だ
と
評
価
し
た
が
、
特
に
門
南
北
の
極
嶋
の
中
の
『
海
に
生
く
る

人
々
』
を
取
り
上
げ
て
、
「
前
の
時
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
文
学
と
比
べ
て
、
こ
の
小
説
に
は
叙
述
の
巧
妙
さ
が
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
読
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

に
お
の
ず
と
影
響
力
を
及
ぼ
す
は
ず
だ
」
と
高
く
評
価
し
た
。

　
門
共
同
墓
地
』
は
門
南
北
の
極
』
に
つ
い
で
穆
時
英
の
第
二
の
小
説
集
で
あ
る
。
そ
の
中
に
収
め
る
八
篇
の
作
晶
を
見
る
と
、
作
風
は
『
南

北
の
極
』
と
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
て
、
新
感
覚
派
の
特
色
が
明
ら
か
に
現
れ
て
い
る
。
初
篇
の
榊
遊
ば
れ
た
男
』
一
原
題
判
被
当
作
消
遣

品
的
男
子
』
）
が
女
性
か
ら
も
て
遊
ば
れ
た
男
主
人
公
の
悲
哀
を
伝
え
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
『
共
同
墓
地
』
は
二
人
の
都
市
青
年
男
女
の

哀
れ
な
恋
情
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
上
海
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』
一
原
題
門
上
海
的
狐
歩
舞
』
一
は
、
当
時
作
者
が
計
画
し
て
い

た
長
編
小
説
『
中
国
：
一
九
三
一
年
』
一
原
題
判
中
国
一
九
三
こ
）
の
一
節
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
長
編
化
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

ま
ま
に
申
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
残
り
の
五
篇
『
夜
眺
、
『
リ
ェ
ン
・
ホ
ウ
・
ル
オ
』
一
原
題
『
蓬
花
落
』
）
、
門
夜
総
会
の
中
の
五
人
』
一
原
題
『
夜

総
会
里
的
五
個
人
』
一
、
『
黒
い
牡
丹
』
一
原
題
『
黒
牡
丹
し
、
糊
O
§
く
竃
、
、
＞
，
，
』
は
お
お
む
ね
似
通
っ
た
情
緒
の
下
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
主

人
公
の
身
分
が
か
な
り
異
な
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
い
ず
れ
も
結
局
、
生
活
の
失
意
者
、
没
落
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
や
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
一

り
相
当
に
共
通
性
が
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
穆
時
英
の
新
感
覚
派
技
法
が
こ
の
小
説
集
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
第
一
小
説
集
岡
甫
北
の
極
』
と
比
べ
る
と
す
ぐ
分
か
る
こ
と
で
あ

る
。
も
し
、
両
者
の
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
最
も
目
立
つ
点
は
や
は
り
叙
述
技
法
に
あ
る
。
『
共
同
墓
地
』
に
よ
く
み

ら
れ
る
比
嚥
表
現
や
象
徴
性
な
ど
が
榊
南
北
の
極
』
の
な
か
に
は
ほ
と
ん
ど
み
え
な
い
。
そ
こ
で
間
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
小
説
集
の
中
の
、

決
し
て
創
作
の
時
間
順
序
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
八
篇
の
作
品
は
、
ど
れ
が
最
初
に
書
か
れ
た
も
の
か
、
す
な
わ
ち
穆
時
英
の

新
感
覚
派
的
な
小
説
技
法
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
中
国
近
現
代
文
学
研
究
者
厳
家
炎
は
、
初
版
の
小
説
集
『
南
北
の
極
』
の
申
の
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
九
、
一
九
三
〇
年
の
二
年
間
に
書

一234一
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か
れ
た
と
言
い
、
ま
た
門
共
同
墓
地
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
は
、
最
初
の
も
の
で
も
、
一
九
三
二
年
以
後
に
執
筆
さ
れ
た
の
だ
と
言
う
。
こ
の

よ
う
な
判
断
に
立
っ
て
厳
氏
は
、
穆
時
英
の
『
共
同
墓
地
』
の
「
自
序
し
の
中
で
述
べ
て
い
る
第
一
と
第
二
創
作
集
に
収
め
ら
れ
る
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
を
「
同
時
的
に
書
い
た
し
と
い
う
点
に
疑
問
を
提
出
し
て
、
初
版
の
『
南
北
の
極
』
か
ら
『
共
同
墓
地
』
ま
で
の
聞
に
は
ほ
ぼ
二
年

間
の
隔
た
り
が
あ
っ
て
、
決
し
て
「
同
時
的
に
書
い
た
」
の
で
は
な
い
と
断
定
し
た
。
こ
の
判
断
に
つ
い
て
厳
氏
は
、
穆
時
英
の
第
一
小
説
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
一

糊
南
北
の
極
』
と
第
二
小
説
集
『
共
同
墓
地
』
の
作
晶
の
完
成
時
期
を
根
拠
に
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
断
は
事
実
と
少

し
く
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　
と
い
う
の
は
、
初
版
の
榊
南
北
の
極
』
に
収
め
ら
れ
た
『
海
に
生
く
る
人
々
』
が
作
者
自
身
の
記
し
た
日
付
に
よ
る
と
、
一
九
三
一
年
一
月

二
日
に
脱
稿
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
五
篇
の
中
で
最
も
遅
れ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
氏
が
言
う
よ
う
に
、
二

九
三
〇
年
に
書
か
れ
た
」
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

　
次
に
、
第
二
小
説
集
『
共
同
墓
地
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
の
完
成
時
期
の
上
限
を
調
べ
て
み
よ
う
。
そ
の
八
篇
の
作
品
の
な
か
で
創
作
日
付

が
明
記
さ
れ
る
の
は
、
『
夜
総
会
の
中
の
五
人
蜴
二
九
三
二
年
十
二
月
二
十
二
日
一
、
『
O
S
＜
竃
、
、
＞
，
，
㎏
二
九
三
二
年
二
月
二
日
一
、
『
共
同

墓
地
』
二
九
三
二
年
三
月
十
六
日
）
、
『
黒
い
牡
丹
』
二
九
三
三
年
二
月
七
日
一
と
い
う
四
篇
だ
け
で
あ
る
。
他
の
『
遊
ば
れ
た
男
』
、
岡
リ
ェ

ン
・
ホ
ウ
・
ル
オ
帖
、
『
夜
』
、
『
上
海
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』
が
い
つ
書
か
れ
た
の
か
は
、
ま
た
小
説
集
の
「
自
序
」
や
他
の
史
料
を
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
、
門
上
海
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』
と
『
遊
ば
れ
た
男
』
が
作
者
の
『
共
同
墓
地
』
の
「
自
序
」
に

よ
る
と
、
二
っ
と
も
早
い
時
期
の
も
の
に
属
し
て
い
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
こ
の
二
篇
の
執
筆
時
期
が
も
し
同
じ
一
九
三
二
年
だ
と
分
か
れ
ば
、

も
っ
と
遅
れ
て
書
か
れ
た
は
ず
の
『
リ
エ
ン
・
ホ
ウ
・
ル
オ
』
と
『
夜
』
の
具
体
的
な
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
調
べ
な
く
て
お
い

て
も
よ
か
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
三
十
年
代
の
出
版
物
を
調
べ
て
み
る
と
、
榊
上
海
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』
が
一
九
三
二
年
十
一
月
に
雑
誌
『
現
代
』
二
巻
四
期
に
発

表
さ
れ
、
厳
氏
の
「
一
九
三
二
年
」
説
に
一
致
し
て
い
て
、
疑
間
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
遊
ば
れ
た
男
』
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
問

題
が
生
じ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
小
説
は
、
少
な
く
と
も
一
九
三
一
年
に
す
で
に
完
成
し
た
と
み
な
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
年
の
十
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
〕

良
友
図
書
印
刷
公
司
の
趨
家
壁
が
編
集
し
た
『
一
角
叢
書
』
に
は
、
こ
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
完
成
さ
れ
た
時
期
ば
も
っ

と
早
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
も
明
か
な
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
穆
時
英
の
新
感
覚
派
的
な
小
説
の
始
ま
る
時
期
に
関
し
て
は
、
概
ね
結
論
を
出
せ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
初
版
の
門
南

一233止’



北
の
極
蜴
の
中
で
最
も
遅
れ
て
執
筆
さ
れ
た
判
海
に
生
く
る
人
々
』
か
ら
第
二
小
説
集
榊
共
同
墓
地
』
の
『
遊
ば
れ
た
男
』
ま
で
の
ほ
ん
の
十

カ
月
足
ら
ず
の
間
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
穆
時
英
の
新
感
覚
派
作
家
と
し
て
の
出
発
時
期
は
、
少
な
く
と
も
一
九
三
一
年

十
月
以
前
だ
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
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『
遊
ば
れ
た
男
』
な
ど
第
二
小
説
集
岬
共
同
墓
地
』
に
収
録
さ
れ
た
小
説
が
、
確
か
に
初
版
『
南
北
の
極
』
に
収
め
ら
れ
る
司
海
に
生
く
る

人
々
』
な
ど
よ
り
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
ま
た
そ
の
作
風
も
ま
っ
た
く
違
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
作
者
は
ど
う
し
て
、
「
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
苅
一

く
異
な
っ
た
二
種
類
の
小
説
を
同
時
的
に
書
い
た
」
と
強
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
厳
氏
は
穆
時
英
が
㍗
お
そ
ら
く
他
に
企
図
が
あ
る
L
か
ら

だ
と
推
測
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
に
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
穆
時
英
の
創
作
と
深
く
関

連
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
ゆ
え
に
、
ど
う
し
て
も
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
間
題
は
ま
た
彼
の
第
一
小
説
集
湘
南
北
の
極
』
の
初
版

と
改
訂
版
に
関
わ
っ
て
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
初
版
の
榊
南
北
の
極
』
は
一
九
三
二
年
一
月
に
湖
風
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
初
版
本
に
は
『
黒
い
旋
風
』
、
『
俺
ら
の
世
界
』
、
門
指
』
、

『
南
北
の
極
』
及
び
『
海
に
生
く
る
人
々
』
な
ど
の
五
篇
の
短
編
小
説
が
収
め
ら
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。
『
海
に
生
く
る
人
々
』
が
脱
稿
さ
れ
た

時
期
か
ら
、
一
九
三
三
年
一
月
に
改
訂
版
澗
南
北
の
極
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
ち
ょ
う
ど
一
年
の
聞
に
、
穆
時
英
は
更
に
判
油
布
』
、
『
遊
ば

れ
た
男
』
、
『
空
閑
少
佐
』
（
原
題
も
同
名
。
な
お
「
空
閑
」
は
日
本
軍
人
の
姓
）
、
『
O
S
く
9
、
．
＞
、
，
』
、
門
共
同
墓
地
』
、
『
パ
ン
を
盗
ん
だ
パ
ン

作
り
屋
』
（
原
題
榊
楡
面
包
的
面
包
師
』
）
、
『
片
腕
を
失
っ
た
人
』
（
原
題
『
断
了
条
略
購
的
人
』
）
、
禰
上
海
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』
、
『
夜

総
会
の
中
の
五
人
』
、
そ
れ
に
執
筆
時
期
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
『
リ
ェ
ン
・
ホ
ウ
・
ル
オ
』
、
『
夜
』
春
ど
の
十
一
篇
の
小
説
を
執
筆
し
た
。

後
に
作
者
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
初
期
の
五
篇
の
写
実
的
な
作
品
と
作
風
の
上
で
共
通
し
て
い
る
『
パ
ン
を
盗
ん
だ
パ
ン
作
り
屋
』
、
門
片

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

腕
を
失
っ
た
人
』
、
『
油
布
』
と
い
っ
た
三
篇
を
初
版
『
南
北
の
極
』
に
補
充
し
て
、
改
訂
版
と
し
て
出
版
し
た
。
残
っ
た
『
遊
ば
れ
た
男
』
、

『
O
§
く
竃
、
、
＞
、
、
』
、
『
空
閑
少
佐
』
、
門
共
同
墓
地
』
、
判
上
海
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』
、
『
夜
総
会
の
中
の
五
人
』
お
よ
び
『
リ
エ
ン
・
ホ
ウ
・

ル
オ
』
、
『
夜
』
な
ど
の
七
篇
の
作
品
は
、
一
九
三
二
年
三
月
に
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
同
空
閑
少
佐
』
一
篇
を
除
い
て
、
改
訂
版
『
南
北

の
極
』
の
刊
行
直
後
に
書
か
れ
た
『
黒
い
牡
丹
』
と
あ
わ
せ
て
、
第
二
小
説
集
判
共
同
墓
地
』
の
中
に
収
録
さ
れ
た
。

　
上
記
の
写
実
的
な
作
品
と
新
感
覚
派
的
な
作
品
を
、
作
者
の
創
作
時
期
の
順
序
に
従
っ
て
並
べ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
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写
実
的
な
作
風
　
　
　
　
　
　
　
新
感
覚
派
的
作
風

一
九
三
一
年

　
　
一
月
　
　
『
海
に
生
く
る
人
々
蜴
脱
稿
（
二
日
）

　
　
六
月
　
　
『
油
布
』
脱
稿

　
　
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊
遊
ば
れ
た
男
㎏
刊
行

一
九
三
二
年

　
　
一
月
　
初
版
『
南
北
の
極
』
刊
行
（
五
篇
）

　
　
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
O
昌
く
竃
、
、
＞
、
、
』
脱
稿
一
二
日
）

　
　
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
空
閑
少
佐
』
一
単
行
本
刊
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
共
同
墓
地
』
脱
稿
一
十
六
日
）

　
　
四
月
　
　
『
パ
ン
を
盗
ん
だ
パ
ン
作
り
屋
蜴
脱
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
四
日
一

　
　
八
月
　
　
榊
片
腕
を
失
っ
た
人
』
発
表

　
　
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
上
海
の
フ
オ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
表

　
　
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
夜
総
会
の
中
の
五
人
』
脱
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
十
二
日
）

一
九
三
三
年

　
　
一
月
　
　
改
訂
本
『
南
北
の
極
』
刊
行
一
八
篇
一

　
　
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
一
い
牡
丹
』
脱
稿
一
七
日
）

　
　
一
こ
こ
に
は
、
『
リ
ェ
ン
・
ホ
ウ
・
ル
オ
』
と
『
夜
島
の
具
体
的
な
完
成
時
期
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
欄
申
に
記
し
て
い
な
い
。
『
遊
ば
れ
た
男
』
な
ど
の

　
よ
う
な
〈
刊
行
〉
あ
る
い
は
〈
発
表
〉
の
時
期
だ
け
が
分
か
る
作
品
の
脱
稿
時
期
は
、
当
然
も
っ
と
早
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
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以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
穆
時
英
が
「
同
時
的
に
書
い
た
」
と
言
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
、
後
に
改
訂
版
『
南
北
の
極
』
に
加
え
た
増
補
三
篇

の
作
品
と
『
共
同
墓
地
』
に
収
め
た
作
品
と
を
、
あ
る
程
度
併
行
し
て
書
く
よ
う
な
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
は
っ

き
り
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
門
海
に
生
く
る
人
々
』
が
脱
稿
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
、
穆
時
英
は
日
本
の
新
感
覚
派
に
関
心

を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
た
ぶ
ん
澗
海
に
生
く
る
人
々
』
の
脱
稿
時
期
か
ら
あ
ま
り
離
れ
た
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
九

三
一
年
の
六
月
に
脱
稿
さ
れ
た
『
油
布
㎏
か
ら
、
次
の
写
実
的
な
小
説
『
パ
ン
を
盗
ん
だ
パ
ン
作
り
屋
』
や
『
片
腕
を
失
っ
た
人
』
が
出
さ
れ

る
ま
で
の
間
に
、
新
感
覚
派
的
な
作
品
で
あ
る
榊
遊
ば
れ
た
男
』
や
『
O
§
く
9
、
、
＞
、
、
』
や
門
共
同
墓
地
』
な
ど
を
書
い
た
こ
と
は
確
か
な
こ

と
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
問
題
は
も
う
明
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
穆
時
英
の
創
作
実
態
か
ら
み
て
、
そ
の
初
期
の
写
実
的
な
作
風

一
初
版
榊
南
北
の
極
』
の
中
の
作
品
を
執
筆
し
て
い
る
時
期
一
か
ら
、
新
感
覚
派
的
な
作
風
が
優
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
中
期
一
『
上
海

の
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』
、
『
黒
い
牡
丹
』
な
ど
を
執
筆
し
て
い
る
時
期
一
ま
で
の
聞
に
は
、
一
つ
の
過
渡
期
が
あ
っ
た
と
み
る
も
の
で
あ

る
。
彼
の
新
感
覚
派
作
家
と
し
て
の
出
発
と
い
わ
れ
る
『
共
同
墓
地
眺
に
即
し
て
言
え
ば
、
こ
の
過
渡
期
は
少
な
く
と
も
そ
の
中
に
収
め
ら
れ

た
半
分
以
上
の
作
晶
の
執
筆
と
か
か
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
過
渡
期
の
特
徴
は
ま
さ
に
「
同
時
的
に
書
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
い
っ
て
、
穆
時
英
の
二
種
類
の
小
説
は
確
か
に
あ
る
程
度
η
同
時
的
に
」
と
い
う
よ
り
、
「
併
行
的
に
」
書
か
れ

た
の
で
あ
る
。
初
版
『
南
北
の
極
』
の
申
に
最
後
に
脱
稿
し
た
写
実
的
な
榊
海
に
生
く
る
人
々
』
か
ら
門
油
布
』
ま
で
、
六
カ
月
の
隔
た
り
が

あ
る
が
、
そ
の
同
じ
写
実
的
な
作
品
『
油
布
虹
か
ら
新
感
覚
派
的
な
傾
向
が
現
れ
始
め
る
榊
遊
ば
れ
た
男
』
ま
で
、
わ
ず
か
四
カ
月
た
ら
ず
の

闘
隔
し
か
な
い
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
『
O
「
弩
竃
、
、
＞
、
、
』
、
『
共
同
墓
地
』
な
ど
か
ら
『
パ
ン
を
盗
ん
だ
パ
ン
作
り
屋
』
、
『
片
腕
を
失
っ
た
人
』

を
経
て
『
上
海
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』
、
『
夜
総
会
の
中
の
五
人
』
、
門
黒
い
牡
丹
』
に
い
た
る
ま
で
の
間
に
も
は
っ
き
り
い
え
る
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
更
に
後
に
第
三
小
説
集
『
白
金
の
女
体
像
』
一
原
題
『
白
金
的
女
体
塑
像
』
）
、
第
四
小
説
集
『
聖
処
女
の
感
情
』
一
原
題
『
聖

処
女
的
感
情
』
）
に
収
め
ら
れ
た
榊
衛
の
風
景
』
一
原
題
『
街
景
』
）
、
『
五
月
』
、
『
旧
宅
』
、
『
父
親
』
、
『
当
地
ニ
ュ
ー
ス
欄
編
集
室
の
一
束
の
没

原
稿
の
上
の
物
語
』
一
原
題
『
本
埠
新
聞
欄
編
輯
室
里
一
札
廃
稿
上
的
故
事
』
）
な
ど
の
作
品
の
間
に
、
意
味
が
や
や
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
併
行
的
に
」
書
い
た
と
い
う
関
係
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
。

　
穆
時
英
の
「
自
序
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
の
二
つ
の
小
説
集
の
刊
行
時
期
の
違
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
作
風
の
相
違
を
区
別
し
よ
う
と

一230一
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し
た
批
評
家
に
対
し
て
、
彼
が
「
同
時
的
に
書
い
た
」
こ
と
を
強
調
し
た
の
は
、

た
か
ら
で
あ
る
の
だ
。
こ
こ
で
ま
ず
、
穆
時
英
自
身
の
言
葉
か
ら
見
て
い
こ
う
。

他
人
か
ら
η
転
身
L
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
認
め
た
く
な
か
っ

　
私
は
よ
く
人
々
か
ら
、
『
南
北
の
極
』
が
初
期
の
作
品
で
、
こ
の
小
説
集
一
『
共
同
墓
地
』
を
指
す
ー
筆
者
注
）
の
中
の
八
篇
の
短
篇
が
や
や
後
期
的
な

も
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
も
し
私
の
記
す
臼
付
を
見
な
い
で
、
た
だ
発
表
の
順
序
を
根
拠
に
し
て
、
二
つ
の
作
品
集
の
内
容
と
技
巧
に
対
し
て
判
断
を
下
す
な

ら
、
そ
の
指
摘
は
確
か
に
間
違
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
二
種
類
の
小
説
を
事
実
上
、
同
時
的
に
審
い
た
の
で
あ
る
。
同
時
的
に
二
種

類
の
情
緒
を
も
っ
て
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
作
品
を
警
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
他
人
に
は
不
可
解
に
思
わ
れ
、
私
自
身
に
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
ま
た
多
く
の
人
の
非
難
を
招
く
原
因
で
も
あ
る
と
思
う
。
こ
の
矛
盾
は
ま
っ
た
く
杜
衡
の
言
っ
た
と
お
り
、
私
の
二
重
人
格
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

私
は
率
直
で
、
誠
実
な
人
柄
で
、
大
衆
の
前
で
吐
き
出
せ
な
い
事
実
は
何
も
な
い
。
今
の
時
分
、
自
分
の
真
面
園
を
保
護
色
で
覆
っ
て
、
虚
偽
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
る
多
く
の
人
々
の
よ
う
に
、
虚
偽
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
ん
で
、
群
衆
の
心
理
や
政
治
策
略
や
自
己
宣
伝
等
の
手
段
を
利
用
し
て
こ
れ
ま
で
の
地
位

を
維
持
し
よ
う
と
し
た
り
、
身
分
を
高
め
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
私
は
全
然
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
は
卑
劣
な
行
為
だ
と
思
う
。

落
伍
者
だ
と
か
、
二
股
膏
薬
だ
と
か
、
赤
い
皮
を
剥
か
れ
た
大
根
だ
と
か
何
と
か
言
わ
れ
て
も
気
に
し
な
い
。
少
な
く
と
も
私
は
世
聞
に
向
か
っ
て
〈
私
は

自
己
に
も
他
人
に
も
忠
実
だ
〉
と
大
声
で
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
『
共
同
墓
地
』
の
「
自
序
」
に
よ
る
一
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こ
の
文
章
に
は
明
ら
か
に
穆
時
英
の
作
品
の
執
筆
時
期
の
問
題
と
、
彼
の
恩
想
的
な
転
身
の
問
題
と
が
結
び
つ
い
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
「
落
伍
者
」
や
「
二
股
膏
薬
」
や
「
赤
い
皮
を
剥
か
れ
た
大
根
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
一
種
の
比
瞼
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
彼
の

思
想
的
な
転
身
を
瞼
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
も
し
穆
時
英
が
第
一
と
第
二
小
説
集
の
間
に
内
容
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
線
が
引
け
る
こ
と
を
認
め

た
と
し
た
ら
、
当
然
、
自
分
の
思
想
の
転
身
を
自
覚
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
穆
時
英
は
そ
の
こ
と
を
認

め
た
く
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
極
力
み
ず
か
ら
の
転
身
を
覆
う
た
め
に
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
穆
時
英
が
「
全
く
異
な
っ
た
二
種
類
の
小
説
を
同
時
的
に
書
い
た
」
と
言
っ
て
も
、
そ
の
言
葉
は
、
一
方
で
写
実
的
な
方
法
を
捨
て
な
い
ま

ま
、
い
ま
一
方
で
新
感
覚
派
的
な
小
説
手
法
を
試
み
る
と
い
っ
た
過
渡
期
の
創
作
実
態
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ

て
思
想
の
転
向
を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

　
穆
時
英
の
思
想
の
転
向
は
こ
の
第
二
小
説
集
『
共
同
墓
地
蜴
の
「
自
序
し
を
書
い
た
一
九
三
三
年
二
月
に
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
現
れ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
小
説
の
作
風
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
批
評
家
か
ら
「
落
伍
」
者
な
ど
と
言



わ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
穆
時
英
の
作
風
に
お
け
る
変
化
を
は
っ
き
り
表
わ
し
て
い
る
の
は
、
主
に
彼
の
第
三
小
説
集
『
白
金
の
女
体
像
蜴
に

収
め
ら
れ
た
作
品
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
説
集
が
出
版
さ
れ
た
一
九
三
四
年
五
月
に
な
る
と
、
作
者
は
自
分
が
去
年
一
一
九
三
三
年
一
か
ら
精

神
的
支
柱
が
す
っ
か
り
崩
れ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
て
、
そ
の
た
め
「
筆
の
先
か
ら
、
こ
の
小
説
集
に
収
め
ら
れ
た
八
篇
の
統
一
し
た
作
風
を
持
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
一

て
い
な
い
作
品
が
流
れ
出
た
」
と
告
白
し
て
い
る
。
こ
こ
に
言
わ
れ
て
い
る
「
精
神
の
崩
れ
」
と
い
う
の
は
、
彼
が
一
九
三
三
年
か
ら
政
府

の
新
聞
・
出
版
検
査
官
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
深
く
関
連
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
持
つ
意
味
は
別
稿
に

譲
る
の
で
、
こ
こ
で
詳
し
。
く
は
述
べ
な
い
が
、
と
も
か
く
一
九
三
三
年
が
確
か
に
穆
時
英
の
生
涯
に
お
い
て
は
一
つ
の
転
換
期
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
た
だ
、
穆
時
英
は
、
少
な
く
と
も
第
二
小
説
集
叩
共
同
墓
地
』
を
出
す
ま
で
は
、
ま
だ
意
識
的
に
二
種
類
の
作
品
を
同
時
的
に
執
筆
す

る
と
い
う
こ
と
を
放
棄
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
が
一
九
三
二
年
八
月
に
発
表
し
た
写
実
的
な
小
説
榊
片
腕
を
失
っ

た
人
』
を
読
ん
で
も
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
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穆
時
英
の
文
学
は
、
そ
の
出
発
期
に
お
い
て
は
丁
玲
な
ど
の
革
命
文
学
と
か
な
り
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
新
感
覚
派

か
ら
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
作
風
が
一
変
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
穆
時
英
の
初
期
の
作
晶
に
は

写
実
手
法
が
絶
対
的
な
優
位
を
占
め
て
い
て
、
そ
の
内
容
も
か
な
り
「
革
命
的
」
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
を
、
例
え
ば
横
光
利
一
の
初

期
作
品
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
そ
の
質
の
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
横
光
は
は
じ
め
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
対
立
す

る
立
場
に
立
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
穆
時
英
が
そ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
近
づ
こ
う
と
す
る
意
識
を
も
っ
て
出
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
い
っ
て
も
、
ま
ず
作
家
と
し
て
の
資
質
や
思
想
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
作
風
の
作
品
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
る
。
そ
れ
に
ま
た
、
穆
時
英
の
初
期
作
晶
に
は
横
光
の
作
品
に
み
ら
れ
る
象
徴
性
が
な
く
、
そ
の
点
か
ら
彼
に
は
、

劉
咽
鴎
の
よ
う
に
自
覚
的
に
そ
の
技
法
を
学
ぶ
と
い
っ
た
意
識
は
当
初
に
は
な
か
っ
た
。
彼
が
新
感
覚
に
転
じ
た
こ
と
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て

は
や
は
り
、
中
国
文
学
の
近
代
化
の
過
程
及
び
作
家
自
身
の
精
神
の
軌
跡
か
ら
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
中
国
の
二
十
年
代
末
頃
の
文
壇
は
、
ち
ょ
う
ど
革
命
文
学
が
起
こ
る
時
期
で
あ
る
。
そ
の
弱
点
、
す
な
わ
ち
た
だ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
一

だ
け
で
、
人
物
の
性
格
描
写
に
弱
点
の
あ
る
こ
と
は
は
じ
め
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
新
た
な
文
学
に
と
っ
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
叙
述
技

一228一
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巧
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
至
急
に
望
ま
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
日
本
新
感
覚
派
の
作
品
が
劉
柄
鴎
等
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
斬
新
な
表
現
形
武
、
均
衡
の
と
れ
た
小
説
構
造
は
申
国
作
家
の
表
現
意
欲
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

　
一
九
三
一
年
に
二
角
叢
書
』
の
一
作
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
遊
ば
れ
た
男
』
を
読
む
と
、
第
一
小
説
集
『
南
北
の
極
』
に
収
め
る
作
品
と

は
全
く
異
な
る
小
説
世
界
を
呈
示
し
て
い
る
こ
と
は
す
ぐ
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
に
は
題
材
だ
け
で
な
く
、
叙
述
方
法
に
も
決
定
的
な
変

化
が
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
題
材
と
し
て
の
対
象
は
下
層
の
大
衆
か
ら
都
市
の
象
徴
の
一
つ
で
あ
る
大
学
生
に
移
り
、
そ
の
主
題
も
階
級

対
立
の
問
題
か
ら
モ
ダ
ン
な
恋
愛
耽
溺
に
お
け
る
感
情
描
写
へ
と
変
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
言
語
も
内
容
の
変
化
に
応
じ
て
、
象
徴

的
な
技
法
を
多
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
例
え
ば
、
大
学
生
の
男
主
人
公
が
同
級
生
の
恋
人
か
ら
の
手
紙
を
受
け
と
る
時
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
時
に
は
「
コ
ラ
ラ
宝
石
み
た
い
な
字

が
桃
色
の
紙
の
上
で
く
る
く
る
と
楽
し
そ
う
に
舞
い
な
が
ら
、
私
を
取
り
囲
ん
で
い
る
」
と
感
覚
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
二
人
が

散
歩
を
す
る
と
き
に
も
、
「
緋
色
の
、
皿
み
た
い
な
大
き
な
月
が
出
た
。
宮
殿
み
た
い
な
宿
舎
の
屋
根
に
。
私
と
彼
女
は
月
を
背
後
に
捨
て
て
、

大
学
の
門
を
出
た
。
地
平
線
の
か
な
た
に
流
れ
込
ん
で
ゆ
く
石
炭
が
ら
を
敷
い
た
道
に
沿
っ
て
歩
い
た
。
車
の
ラ
イ
ト
が
ぱ
っ
と
地
平
線
か
ら

上
が
っ
た
。
遣
端
の
広
告
の
上
で
ジ
ェ
シ
ー
印
の
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
少
女
が
、
ラ
イ
ト
の
光
を
浴
び
て
楽
し
い
笑
顔
を
閃
か
せ
て
は
ま
た

す
っ
と
消
え
た
」
と
描
写
さ
れ
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
あ
る
晩
、
主
人
公
が
宿
舎
の
窓
の
下
で
鳥
の
鳴
き
声
を
真
似
て
、
恋
人

を
呼
ぶ
け
れ
ど
、
彼
女
は
な
か
な
か
出
な
い
。
恋
人
が
も
う
出
か
け
た
こ
と
が
分
か
る
と
、
主
人
公
は
「
潮
笑
が
緋
色
の
光
に
の
っ
て
カ
ー
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
乃
一

ン
の
隙
聞
か
ら
逃
げ
て
き
た
し
と
感
じ
た
、
と
描
写
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
表
現
技
法
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
臼
本
の
新
感
覚
派
を
代
表
す
る
横
光
利
一
の
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
「
沿
線
の
小
駅
は
石

の
よ
う
に
黙
殺
さ
れ
た
」
と
同
じ
タ
イ
プ
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
違
う
の
は
、
横
光
利
一
で
は
た
ま
に
使
わ
れ
る
表
現
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、

穆
時
英
の
場
合
、
新
感
覚
派
の
表
現
技
法
を
受
容
し
た
、
そ
の
初
期
作
品
で
あ
る
『
遊
ば
れ
た
男
』
か
ら
既
に
意
識
的
に
小
説
革
新
の
手
段
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
一

し
て
多
量
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
改
訂
本
汽
南
北
の
極
』
が
出
版
さ
れ
た
時
に
、
穆
時
英
は
そ
の
中
に
収
録
さ
れ
た
八
篇
の
作
晶
を
解
説
し
な
が
ら
、
ま
た
自
分
の
創
作
心
理

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。

一227一

此
の
集
の
中
の
作
品
は
、
書
く
と
き
に
た
だ
自
分
の
技
巧
を
試
み
、

且
つ
鍛
え
よ
う
と
す
る
屡
的
で
欝
い
た
の
で
あ
る
。
1
私
は
今
で
も
こ
う
い
う
態
度



で
小
説
を
書
き
続
け
て
い
る
。
1
自
分
の
奮
い
た
も
の
は
何
で
あ
る
か
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
w
一

う
い
う
ふ
う
に
奮
く
か
〉
と
い
う
問
題
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
一
切
知
り
た
く
な
い
。

私
の
関
心
は
た
だ
く
ど
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こ
れ
は
表
面
的
に
み
れ
ば
、
た
だ
門
南
北
の
極
』
に
収
め
ら
れ
る
写
実
的
な
作
品
の
創
作
心
理
に
だ
け
触
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ

と
と
も
に
新
感
覚
派
に
傾
斜
す
る
心
理
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
実
際
こ
の
「
題
記
し
を
書
い
た
時
点
で
、
一
穆
時
英
は
も
う

数
作
の
新
感
覚
派
的
な
小
説
を
書
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
〈
ど
う
い
う
ふ
う
に
書
く
か
〉
と
い
う
間
題
こ
そ
新
感
覚
派
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
浪
漫
的
な
叙
情
性
や
面
白
い
筋

立
て
な
ど
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
悟
性
を
作
品
の
新
し
い
統
合
物
と
し
て
小
説
を
書
く
と
い
う
横
光
利
一
の
主
張
に
、
穆
時
英
が
強
く
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎎
一

受
け
た
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
見
て
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識
を
抱
い
た
作
家
が
新
感
覚
派
の
小
説
技
法
に
傾
斜
す
る
の
も
自
然
な
こ
と
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
過
渡
期
に
お
い
て
、
穆
時
英
が
ま
だ
二
っ
の
技
法
一
写
実
と
象
徴
一
を
ど
っ
ち
も
捨
て
ら
れ
な
い
ま
ま
「
同
時
的
に
」
用
い
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
彼
は
す
で
に
写
実
的
な
小
説
で
文
壇
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
既
成
の
技

巧
の
他
に
さ
ら
に
新
し
い
技
法
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
も
彼
の
創
作
手
法
に
確
固
た
る
信
念
が
な
く
、
そ
れ
だ
け
不
安
定
で
あ
っ

た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
や
は
り
、
穆
時
英
の
思
想
の
転
向
と
小
説
手
法
の
転
換
と
の
二
つ
の
面
と
深
く
関
連
し
て
い

る
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
穆
時
英
の
言
っ
た
と
お
り
、
彼
が
η
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
二
種
類
の
小
説
を
同
時
的
に
書
い
た
L
の
は
、
彼
自

身
の
「
二
重
人
格
」
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
中
国
新
感
覚
派
の
代
表
的
な
三
人
の
作
家
の
中
で
、
穆
時
英
が
文
壇
に
登
場
し
た
の
は
、
他
の
二
人
、
劉
柄
鴎
、
施
蟄
存
よ
り
や
や
後
で
あ
っ

て
、
三
十
年
代
の
初
期
で
あ
る
。
も
し
一
九
二
八
年
九
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
無
軌
列
車
』
を
中
国
新
感
覚
派
の
出
発
点
と
す
る
な
ら
ば
、
穆
時

英
が
新
感
覚
派
の
作
晶
に
接
触
し
た
と
き
、
文
壇
は
既
に
四
年
に
わ
た
っ
て
新
感
覚
派
の
紹
介
と
実
験
と
い
っ
た
経
験
を
経
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
劉
噌
鴎
等
の
翻
訳
や
創
作
を
通
し
て
穆
時
英
は
初
め
て
新
感
覚
派
に
接
触
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
文
学
に
お
け
る
出
発
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
新
感
覚
派
に
親
し
み
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
は
、
ま
ず
劉
晒
鴎
、
郭
建
英
な
ど
と
の
交
流
に
あ
っ
た
。

劉
咽
鴎
は
二
十
年
代
の
末
頃
に
す
で
に
門
無
軌
列
車
』
、
『
新
文
芸
』
の
編
集
者
と
し
て
、
片
岡
鉄
兵
等
の
新
感
覚
的
な
作
品
を
翻
訳
し
な
が
ら
、

一
九
三
〇
年
に
は
ま
た
み
ず
か
ら
新
感
覚
派
的
な
小
説
技
法
に
よ
る
創
作
集
『
都
市
風
景
線
』
を
刊
行
し
た
。
同
じ
二
誌
の
編
集
者
、
施
蟄
存
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の
紹
介
で
文
壇
に
登
場
し
た
穆
時
英
は
、
劉
晒
鴎
の
作
品
と
翻
訳
を
読
ん
で
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
穆
時
英
は
か
つ
て
改
訂
版
『
南
北
の
極
』
の
「
題
記
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
一
部
の
批
評
家
が
私
の
創
作
意
識
の
中
に
不

正
確
な
分
子
が
あ
る
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
克
服
す
る
よ
う
に
と
勧
め
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
思
想
面
だ
け
を
重
視
し
て
い
る
「
批
評

家
」
よ
り
、
「
私
が
い
ち
ば
ん
感
謝
す
る
の
は
や
は
り
私
の
小
説
技
法
の
面
の
問
題
を
指
摘
し
て
く
れ
る
人
々
で
あ
る
し
と
。
こ
こ
に
言
及
さ

れ
た
「
批
評
家
」
は
た
ぶ
ん
左
翼
作
家
の
よ
う
で
あ
る
。
後
の
「
人
々
」
に
つ
い
て
は
、
「
一
施
）
蟄
存
、
一
戴
一
望
箭
、
一
郭
）
建
英
、
一
趨
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
9
一

家
壁
、
（
葉
）
霊
鳳
、
察
希
陶
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
穆
時
英
の
小
説
に
お
け
る
比
楡
表
現
は
、
前
の
時
期
の
中
国
作
家
の
誰
よ
り
も
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
象
徴
的
修
辞
技
法
は
共
通
感
覚

一
｛
冨
8
圧
⑮
ω
邑
と
い
う
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
劉
納
鴎
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
も
、
二
人
と
も
日
本
の
新
感
覚
派

か
ら
影
響
を
受
け
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
彼
ら
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
も
分
か
る
の
で
、
直
接
的
に
西
欧
文
学
一
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
一

義
）
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
た
だ
、
彼
ら
が
日
本
の
新
感
覚
派
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
そ
の

受
容
を
通
し
て
中
国
の
小
説
を
革
新
し
よ
う
と
し
て
い
た
意
識
か
ら
み
て
、
や
は
り
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主
義
そ
の
も
の
の
影
響
と
い
う
よ
り
も
、

日
本
の
新
感
覚
派
の
影
響
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主
義
の
実
験
は
た
だ
詩
の
領
域
に
限
ら
れ
て
い
て
、
小
説

の
な
か
で
共
通
感
覚
を
通
し
て
新
し
い
表
現
を
追
求
す
る
と
い
う
方
向
は
、
や
は
り
日
本
の
新
感
覚
派
か
ら
の
影
響
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思

う
。
も
う
一
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
日
本
の
新
感
覚
派
が
共
通
感
覚
の
原
理
を
利
用
し
て
新
し
い
小
説
の
表
現
を
追
求
す
る
と
い
っ
た
問
題

意
識
は
、
横
光
利
一
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
徹
底
し
て
小
説
に
応
用
し
た
の
は
鈴
木
彦
次
郎
で
あ
っ
た
。
た
だ
そ
う
は
い
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
一

鈴
木
彦
次
郎
の
実
験
も
『
七
月
の
健
康
美
』
一
篇
に
限
ら
れ
て
い
て
、
後
に
は
他
の
問
題
意
識
に
関
心
が
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
象
徴
的
な
修
辞
と
い
う
も
の
が
詩
に
実
現
し
や
す
く
、
小
説
の
主
な
手
段
と
す
る
に
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。

　
新
感
覚
派
と
い
う
と
、
す
ぐ
共
通
感
覚
の
表
現
が
思
い
出
せ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
新
感
覚
派
が
共
通
感
覚
を
意
識
的
に
小
説
の
統
合
法
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
2
一

使
っ
た
こ
と
と
か
な
り
関
係
が
あ
る
。
実
際
、
新
感
覚
派
の
使
っ
て
い
る
共
通
感
覚
は
常
識
の
外
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
新
感
覚
派
の
共
通
感
覚
と
そ
の
派
以
外
の
作
家
の
使
っ
た
そ
れ
と
を
ど
の
よ
う
に
区
別
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
こ
そ
問
題
で
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あ
る
。
新
感
覚
派
の
作
家
が
使
っ
た
共
通
感
覚
と
い
う
手
法
は
確
か
に
詩
人
の
そ
れ
と
は
区
別
し
に
く
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
新
感
覚
派
の

文
学
的
傾
向
を
そ
れ
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
無
意
味
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
新
感
覚
派
の
場
合
の
共
通
感
覚
は
、
一
種
の
修
辞
法
と
し
て
と
い
う
よ
り
小
説
統
合
法
と
し
て
使
っ
た
の
だ
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
、
象
徴
主
義
の
詩
の
構
想
と
相
当
程
度
類
似
し
て
い
る
。
彼
ら
の
意
欲
は
ま
ず
小
説
表
現
の
革
新
と
い
う
こ
と
に
集
中
し
て
い

る
。
ど
ん
な
手
法
を
使
う
の
か
は
む
し
ろ
第
二
義
的
な
こ
と
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主
義
が
盛
行
す
る
時
代
に
、
共
通
感
覚
の
手
法
を
選

択
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
新
感
覚
派
が
後
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
や
新
心
理
主
義
等
に
分
化
し
て
ゆ
く
の
も
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
日
本
新
感
覚
派
は
そ
の
出
発
か
ら
す
で
に
作
家
の
間
に
分
裂
の
芽
が
存
在
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
片
岡
鉄
兵
と
川
端
康
成
と
、
そ
れ
に
横
光
利
一
の
新
感
覚
理
論
を
比
較
す
れ
ば
、
す
ぐ
分
か
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
彼
ら
の
文
学
作
品
そ
の
も
の
か
ら
み
て
も
、
共
通
感
覚
の
表
現
を
小
説
の
新
し
い
統
合
法
と
し
て
使
う
意
識
と
、
彼
ら
以
外
の
作
家
が
偶
然

に
、
あ
る
効
果
を
得
る
た
め
に
そ
れ
を
使
う
の
と
、
構
想
の
う
え
で
明
ら
か
に
本
質
的
な
差
異
が
あ
る
。
新
感
覚
派
の
共
通
感
覚
は
知
性
の
統

合
を
経
て
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
普
通
の
作
家
は
た
だ
二
一
の
文
章
に
お
け
る
修
辞
効
果
を
ね
ら
う
目
的
で
使
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
常
に
使
い
す
ぎ
る
こ
と
を
慎
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
使
い
方
は
明
ら
か
に
新
感
覚
派
と
違
っ
て
文
学
思
想
の

自
覚
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
新
感
覚
派
に
お
い
て
こ
そ
、
共
通
感
覚
は
小
説
の
ス
タ
イ
ル
を
根
本
か
ら
変
え
た

い
と
い
う
意
欲
に
よ
っ
て
強
く
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
方
向
性
を
よ
り
強
く
打
ち
出
し
た
の
が
、
日
本
の
新
感
覚
派
の
影
響
を
受
け
た
穆
時
英
の
創
作
で
あ
っ
た
。
彼
の
作
品
が
そ
の
出
発
か

ら
既
に
一
種
の
成
熟
を
呈
し
て
い
た
こ
と
は
前
に
も
触
れ
て
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
自
分
の
既
成
の
技
巧
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
新
感
覚
派

の
共
通
感
覚
を
み
ず
か
ら
の
小
説
技
法
に
導
入
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。
こ
れ
は
彼
が
新
し
い
小
説
統
合
法
を
追
求
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

を
離
れ
て
は
説
明
し
に
く
い
。
毎
日
、
上
海
と
い
う
大
都
市
の
群
衆
を
見
つ
め
て
い
た
彼
は
、
従
来
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
縛
ら
れ
て
い
た

だ
け
で
は
、
創
作
に
お
い
て
危
機
を
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
既
成
の
統
合
法
を
い
く
ら
用
い
た
と
こ
ろ
で
、
充
足
感
が
充
た
さ

れ
な
い
と
感
じ
る
。
ま
た
、
魅
力
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
穆
時
英
は
従
来
の
小
説
技
法
を
し
ば
ら
く
捨
て
る
道
を
選
択
す
る
ほ
か

な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
穆
時
英
に
と
っ
て
新
感
覚
派
を
受
容
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
小
説
技
法
を
全
面
的
に
組
み
替
え
る
こ
と
で
も

あ
っ
た
。

　
横
光
利
一
の
実
験
も
同
じ
方
向
に
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
は
最
初
小
説
に
象
徴
手
法
を
導
入
し
た
が
、
や
が
て
『
蝿
』
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に
み
る
よ
う
な
構
成
法
の
革
新
に
転
じ
た
。
こ
の
作
品
の
特
色
は
新
し
い
感
覚
描
写
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
新
し
い
知
覚
に
よ
る
小

説
構
成
の
試
み
に
あ
る
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
は
知
覚
の
構
成
機
能
を
小
説
の
統
合
法
と
す
る
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
。
小
説
に

お
け
る
筋
立
の
重
視
と
い
っ
た
伝
統
を
否
定
す
る
点
か
ら
み
て
も
、
そ
れ
は
感
覚
の
新
奇
性
や
、
異
常
性
を
強
調
す
る
実
験
作
で
あ
る
『
頭
な

ら
び
に
腹
』
に
自
覚
的
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
横
光
利
一
は
最
初
は
感
覚
一
そ
の
表
現
方
法
は
共
通
感
覚
で
、
代
表
作
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
）
、

次
に
は
知
覚
一
そ
の
表
現
方
法
は
構
成
主
義
、
代
表
作
『
蝿
』
一
、
さ
ら
に
心
理
一
「
意
識
の
流
れ
」
と
い
っ
た
概
念
に
近
い
自
我
意
識
の
流
れ

と
し
て
の
心
理
、
そ
の
表
現
方
法
は
『
純
粋
小
説
論
』
の
中
で
提
唱
す
る
第
四
人
称
、
代
表
作
は
『
機
械
』
）
と
い
う
よ
う
に
、
ま
さ
に
精
力

的
に
小
説
の
新
し
い
統
合
法
を
追
求
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
横
光
利
一
の
「
自
我
意
識
」
一
第
四
人
称
）
が
意
味
す
る
内
容
は
、
西
欧
の
心
理
学
に
お
け
る
「
意
識
の
流
れ
」
一
〇
っ
9
①
竃
艮

○
竃
邑
O
易
罵
ω
ω
一
と
は
か
な
り
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
西
欧
の
「
意
識
の
流
れ
」
は
も
っ
と
人
間
の
無
意
識
を
重
視
し
て
、
そ
の
集
団
心
理

の
原
型
一
賢
g
黒
老
①
）
を
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
横
光
利
一
の
「
自
我
意
識
」
は
あ
く
ま
で
も
個
人
意
識
の
範
囲
を
逸
脱

し
な
い
の
で
あ
る
。
横
光
利
一
は
た
だ
感
覚
の
延
長
線
上
で
意
識
を
と
ら
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
に
第
四
人
称
と
い
う
概
念
が
提
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
西
欧
の
「
意
識
の
流
れ
」
に
影
響
さ
れ
て
書
か
れ
た
小
説
『
機
械
』
の
文
学
作
品
と
し
て
の
成
功
も
、
無
意
識
的
欲
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
4
一

の
描
写
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
心
理
描
写
に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
も
と
も
と
日
本
の
新
感
覚
派
と
い
っ
て
も
共
通
す
る
技
法
革
新
の
意
識
は
あ
っ
て
も
共
通
的
な
技
法
そ
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
彼
ら
の
小
説
手
法
の
特
徴
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
に
よ
っ
て
相
当
な
落
差
が
存
在
し
て
い
る
。
中
国
の
作
家
が
主
に
横
光
利
一
や
十
一

谷
義
三
郎
な
ど
の
作
品
を
手
本
と
し
て
学
ん
だ
の
は
、
や
は
り
受
容
の
任
意
性
に
よ
る
と
い
っ
た
相
当
に
自
由
な
彼
ら
自
身
の
主
体
性
が
あ
っ

た
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

　
中
国
の
作
家
に
と
っ
て
の
新
感
覚
派
の
理
論
は
、
あ
く
ま
で
も
既
成
文
壇
の
行
き
詰
ま
り
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
新
進
作
家
の
一
種
の
創
作

意
欲
を
具
現
化
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
作
家
た
ち
自
身
に
も
共
通
の
技
巧
が
あ
る
こ
と
は
す
こ
し
も
信
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
新

感
覚
派
の
理
論
と
実
作
と
の
間
に
大
き
な
落
差
が
あ
っ
た
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ
っ
た
。
意
欲
は
技
法
の
基
盤
と
幅
を
規
定
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
実
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
作
家
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
日
本
の
新
感
覚
派
は
小
説
の
新
し
い
統
合
法
を
発
見
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ
の
た
め
に
創
作
に
お
け
る
共
通
感
覚
の
手
法
と
い
っ
た
実
験

を
行
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
共
通
感
覚
は
必
ず
し
も
新
感
覚
的
表
現
法
、
あ
る
い
は
小
説
の
新
し
い
統
合
法
の
唯
一
の
武
器
で
は
な
か
っ
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た
以
上
、
も
し
も
そ
れ
以
外
の
手
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
前
の
旧
態
の
文
学
手
法
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
新
感
覚
派
と
い
わ
れ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
心
理
描
写
の
方
法
に
い
た
っ
て
小
説
技
法
と
し
て
の
問
題
は
す
ぐ
に
複
雑
化
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
心
理
は
感
覚

と
は
ま
っ
た
く
別
個
の
小
説
技
法
の
問
題
を
提
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に
、
新
感
覚
派
の
作
家
の
当
初
の
目
標
は
小
説
の

新
し
い
形
式
を
求
め
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
有
効
な
手
法
は
何
で
も
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
て
、
心
理
描

写
の
追
求
も
新
感
覚
に
よ
る
統
合
法
の
問
題
の
延
長
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ざ
心
理
描
写
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
小
説
手
法
の
実

験
に
入
る
と
、
新
感
覚
と
い
う
名
称
は
す
ぐ
に
解
体
し
て
し
ま
っ
た
。
ひ
る
が
え
っ
て
中
国
の
新
感
覚
派
と
い
う
場
合
、
特
に
穆
時
英
は
ま
さ

に
こ
の
レ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
共
通
感
覚
を
小
説
の
実
作
に
応
用
す
る
こ
と
に
い
ち
ば
ん
力
を
い
れ
た
作
家
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
を
新
感

覚
派
の
作
家
と
み
な
す
わ
け
で
あ
る
。
後
に
こ
の
よ
う
な
手
法
の
限
界
の
大
き
い
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
中
国
作
家
の
新
感
覚

派
的
手
法
も
分
化
の
段
階
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
新
感
覚
派
と
い
う
名
称
の
限
界
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に
、
小
説
の
統
合
法
は
感
覚
だ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
以
外
に
も
、
知
覚
や
心
理
な
ど
が
あ
る
。
例
え
ば
作
晶
を
「
意
識
の
流
れ
」
だ
け
に
よ
っ
て
支
え
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
物
は
す
べ
て
意
識

に
濾
化
さ
れ
て
、
意
識
化
一
形
式
上
の
意
識
型
を
持
っ
て
い
る
）
す
る
こ
と
も
、
ジ
ョ
イ
ス
、
プ
ル
ー
ス
ト
等
の
小
説
家
に
よ
っ
て
す
で
に
実

験
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
実
験
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
派
生
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
意
識
の
流

れ
」
を
統
合
法
と
す
る
現
代
小
説
が
発
展
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　
新
感
覚
派
も
同
じ
よ
う
に
、
感
覚
一
視
、
聴
、
触
、
味
、
嗅
覚
）
だ
け
を
小
説
に
お
け
る
統
合
法
と
し
て
使
お
う
と
試
み
た
。
「
意
識
の
流
れ
し

と
い
う
概
念
を
統
合
法
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
み
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
新
感
覚
派
も
共
通
感
覚
に
よ
っ
て
対
象
に
対
す
る
叙
述
・
描

写
の
斬
新
さ
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
臼
本
の
新
心
理
主
義
は
、
感
覚
を
小
説
の
統
合
物
と
し
て
応
用
す
る
こ
と
に
行
き
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
元
来
い
ち

ば
ん
よ
く
使
わ
れ
た
小
説
の
統
合
物
は
筋
立
で
あ
り
、
そ
し
て
心
理
一
意
識
）
で
あ
る
。
現
実
的
な
筋
立
か
ら
出
発
し
て
、
心
理
一
意
識
）
の

流
れ
が
も
つ
抽
象
性
よ
り
も
、
感
覚
に
支
え
ら
れ
る
表
現
は
も
っ
と
小
説
の
統
合
物
に
な
り
や
す
い
。
感
覚
の
表
現
は
一
見
す
る
と
、
筋
立
よ

り
物
語
性
が
弱
い
け
れ
ど
も
、
現
実
の
外
殻
と
い
う
、
あ
る
手
ご
た
え
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
読
者
の
受
容
心
理
か
ら
見
る
と
、
現
実
的
な
筋

に
慣
れ
た
目
に
は
、
心
理
一
意
識
一
の
み
で
小
説
が
統
合
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
い
か
に
も
突
飛
な
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
よ
り
、
や
は

り
感
覚
に
支
え
ら
れ
た
小
説
の
統
合
法
は
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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穆
時
英
と
同
時
に
施
蟄
存
も
「
意
識
の
流
れ
」
と
心
理
一
精
神
分
析
）
描
写
を
小
説
の
統
合
法
と
し
て
作
品
を
書
い
た
。
こ
れ
は
表
面
的
に

は
穆
時
英
、
劉
咽
鴎
の
そ
れ
と
違
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
そ
の
追
求
す
る
国
的
は
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
日
本
で
も
中
国
で
も
新
感
覚
派
の
作
家
の
目
的
は
、
決
し
て
単
に
奇
を
て
ら
っ
て
そ
の
小
説
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
い
つ

も
西
欧
現
代
文
学
の
方
法
を
意
識
し
な
が
ら
、
各
自
の
文
学
の
基
盤
を
探
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
工
夫
こ
そ
が
西
欧
文
学
の
伝
統
と
区
別

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
自
国
の
文
学
伝
統
を
捨
て
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
証
拠
で
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ノ、

　
『
黒
い
牡
丹
』
と
『
街
の
風
景
』
は
、
と
も
に
一
九
三
三
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
前
者
は
後
に
第
二
小
説
集
『
共
同
墓
地
』
に
収
め
ら
れ
、

後
者
は
一
九
三
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
傾
向
を
含
ん
だ
第
三
小
説
集
刊
白
金
の
女
体
像
』
に
収
め
ら
れ
た
。
同
じ
時
期
に
書
か
れ
た

作
品
で
あ
る
の
に
、
二
つ
の
性
質
の
異
な
る
小
説
集
に
分
か
れ
て
収
録
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
す
で
に
穆
時
英
が
新
感
覚
的
な
作
風
か
ら
新
心
理

主
義
に
転
ず
る
の
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
特
に
こ
の
二
編
の
小
説
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
、
い
ま

一
つ
の
原
因
は
、
こ
の
二
作
と
も
三
四
十
年
代
す
で
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
『
黒
い
牡
丹
』
は
、
以
前
の
門
遊
ば
れ
た
男
』
、
糊
共
同
墓
地
』
、
『
上
海
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
ト
ロ
ッ
ト
』
な
ど
で
す
で
に
確
立
さ
れ
た
新
感
覚

派
の
小
説
手
法
を
駆
使
し
た
作
品
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
、
内
容
も
そ
れ
ま
で
の
作
品
に
よ
く
出
て
く
る
舞
女
の
生
活
を
題
材
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
作
品
に
は
、
心
理
表
現
も
わ
ず
か
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
、
方
法
上
の
本
質
的
な
変
化
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。

穆
時
英
は
、
劉
柄
鴎
の
作
品
に
よ
く
見
ら
れ
る
の
と
同
じ
題
材
を
用
い
る
と
き
で
も
、
彼
よ
り
は
人
物
の
内
面
の
悲
哀
を
表
現
す
る
こ
と
に
巧

み
で
あ
っ
た
。
穆
時
英
の
描
く
人
物
は
よ
く
「
快
楽
の
仮
面
」
を
か
ぶ
っ
て
い
る
と
称
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
多
少
と
も
精
神
的
に
傷
つ
け
ら

れ
た
人
物
と
し
て
登
場
し
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
作
者
は
か
つ
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
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わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
中
に
は
生
活
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
人
間
も
い
る
し
、
生
活
に
迫
ら
れ
た
人
聞
も
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
か
な

ら
ず
反
抗
的
で
、
憎
悪
的
で
、
さ
ら
に
は
敵
対
的
な
顔
を
表
わ
す
と
は
限
ら
な
い
。
彼
ら
は
常
に
悲
哀
を
内
都
に
秘
め
て
は
い
て
も
、
そ
の
表
面
で
は
快
楽

の
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
人
間
は
、
感
覚
を
持
っ
て
い
な
い
も
の
を
除
け
ば
、
誰
で
も
心
の
奥
に
一
種
の
排
除
で
き
な
い
よ
う
な
寂
蓼
感
を
潜
め
て
い
る
。



誰
で
も
他
人
に
分
か
ら
な
い
部
分
を
抱
い
て
、
精
神
的
に
孤
立
し
て
い
る
。
誰
で
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
5
一

め
尽
く
し
て
感
覚
も
鋭
敏
に
な
っ
た
人
に
と
っ
て
は
、
彼
の
感
じ
る
寂
蓼
は
骨
に
沁
み
入
る
ほ
ど
で
、
他
人
以
上
で
あ
る
。

生
活
の
苦
し
み
を
な

　
こ
う
し
た
作
者
の
感
慨
は
、
『
黒
い
牡
丹
』
の
中
の
舞
女
の
描
写
か
ら
み
て
も
す
ぐ
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
横
光
利
一
が
一
九
四
〇
年
に
「
穆

時
英
氏
の
死
し
と
い
う
文
章
の
な
か
で
、
こ
の
作
品
に
触
れ
て
、
相
当
程
度
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。

　
知
性
八
月
号
に
出
て
い
る
「
黒
牡
丹
」
と
い
う
短
篇
は
穆
氏
の
作
で
あ
る
。
こ
の
作
の
真
価
は
日
本
人
に
は
よ
く
分
か
ら
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
表
現
は
新

時
代
の
形
を
と
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
内
容
に
は
支
那
の
伝
統
に
支
え
ら
れ
て
い
る
近
代
支
那
の
苦
し
み
が
煙
の
よ
う
に
昇
っ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。
作
中
、

あ
る
青
年
が
踊
り
場
の
女
を
追
う
。
そ
の
と
き
女
の
肉
体
を
追
わ
ず
そ
の
髪
に
さ
し
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
追
わ
し
て
い
る
。
あ
る
夜
路
上
で
女
は
犬
に
噛

ま
れ
た
だ
の
女
の
肉
体
と
な
っ
て
地
上
に
倒
れ
て
い
る
。
カ
ー
ネ
…
シ
ョ
ン
は
何
処
へ
行
っ
た
の
か
影
も
形
も
見
え
ず
、
そ
れ
を
追
い
回
し
た
青
年
は
呆
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
6
一

に
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
象
徴
性
を
含
ん
だ
新
感
覚
派
の
短
篇
で
あ
る
。
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『
街
の
風
景
』
の
発
表
は
、
童
一
い
牡
丹
』
か
ら
ほ
ん
の
ニ
カ
月
ぐ
ら
い
後
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
表
現
方
法
は
す
で
に
新
感
覚
派
的
な
も
の

か
ら
心
理
主
義
へ
と
移
る
兆
し
が
み
え
て
い
る
。
作
者
は
、
自
覚
的
に
「
意
識
の
流
れ
」
と
い
う
手
法
を
使
う
こ
と
で
、
一
人
の
乞
食
老
人
の

意
識
を
通
し
て
主
人
公
の
悲
惨
な
一
生
を
描
い
た
。
老
人
が
最
後
に
車
に
ひ
か
れ
る
場
面
に
は
、
よ
く
意
識
の
混
乱
状
態
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
作
品
中
の
「
意
識
の
流
れ
」
が
ま
だ
描
写
と
は
異
質
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
、
括
弧
で
意
識
の
部
分
と
は
っ
き

り
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
主
人
公
の
㍗
意
識
の
流
れ
L
に
つ
い
て
の
描
写
は
小
説
の
半
分
ぐ
ら
い
の
分
量
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
分

量
は
す
で
に
施
蟄
存
の
心
理
小
説
の
代
表
作
『
梅
雨
の
夕
方
』
一
原
題
『
梅
雨
之
夕
』
一
、
『
春
陽
』
と
殆
ど
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。
そ
の
他
に
ス

ケ
ッ
チ
式
の
場
面
設
定
に
映
画
の
モ
ン
タ
i
ジ
ュ
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。
初
期
の
白
描
手
法
も
依
然
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
て
、
数
筆
で
も
っ

て
人
物
の
様
態
を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。

　
『
街
の
風
景
』
が
発
表
さ
れ
た
一
年
後
の
一
九
三
四
年
の
初
め
、
文
化
集
団
社
の
『
文
化
集
団
』
一
二
巻
二
期
一
と
世
界
文
学
杜
の
『
世
界

文
学
』
二
巻
一
期
一
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
時
に
日
本
に
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
。
門
黒
い
牡
丹
㎏
は
一
九
四
〇
年
八
月
、
河
出
書
房
の
判
知
性
』

一
三
巻
八
期
一
に
紹
介
さ
れ
、
同
誌
に
執
筆
さ
れ
た
谷
川
徹
三
の
「
穆
時
英
氏
の
こ
と
し
を
読
ま
な
く
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
穆
時
英
が
上
海

一220一
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で
暗
殺
さ
れ
た
後
、
そ
の
記
念
の
た
め
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
横
光
利
一
が
上
の
文
で
言
っ
た

牡
丹
』
と
い
う
短
篇
」
は
加
藤
淑
郎
の
手
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
知
性
八
月
号
に
出
て
い
る
『
黒

一
ユ
）

一
2
）43876ユ3 王2 ユ1

一
！
5
一

籍
乾
『
小
説
』
を
参
照
。
原
文
は
天
津
丙
大
公
報
』
一
九
三
四
年
七
月
二
十
五
日
「
文
芸
し
副
刊
に
初
載
、
後
は
「
付
録
」
と
し
て
『
書
訳
研
究
』
に
収

録
。中
国
三
十
年
代
の
小
説
に
つ
い
て
、
呉
福
輝
の
『
深
化
の
申
の
変
異
』
を
参
照
一
中
国
文
芸
研
究
会
『
野
草
』
第
四
十
七
号
一
。
ま
た
、
一
九
二
九
年
か

ら
一
九
三
七
年
ま
で
の
文
学
を
「
収
穫
期
」
の
文
学
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
司
馬
長
風
の
『
中
国
新
文
学
史
』
一
中
巻
）
で
あ
る
一
香
港
、
昭
明
出

版
社
一
九
七
八
年
十
一
月
二
版
）
。

『
現
代
日
本
文
学
史
』
（
増
補
版
）
の
平
野
謙
「
昭
和
・
序
」
を
参
照
一
筑
摩
警
房
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
版
）
。

一
5
一
朱
自
清
『
自
話
を
論
ず
1
㍗
南
北
の
極
L
と
「
小
さ
い
ぺ
ー
タ
ー
し
に
つ
い
て
の
感
想
』
を
参
照
。
原
文
は
『
清
華
週
刊
』
第
三
十
八
審
四
期
に

初
載
、
後
は
『
朱
自
清
序
舷
書
評
集
』
一
北
京
、
三
聯
書
店
一
九
八
三
年
九
月
一
に
収
録
。

一
9
）
一
2
5
一
穆
時
英
『
共
同
墓
地
』
の
η
自
序
」
を
参
照
一
上
海
、
現
代
書
局
一
九
三
三
年
六
月
初
版
一
。

一
m
一
厳
家
炎
『
新
感
覚
派
小
説
選
・
ま
え
が
き
』
（
北
京
、
人
民
文
学
出
版
社
一
九
八
五
年
五
月
版
）
。

二
角
叢
書
』
は
一
九
三
一
年
九
月
か
ら
一
九
三
三
年
十
二
月
に
か
け
て
、
上
海
の
良
友
図
書
印
刷
公
司
の
趨
家
壁
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
叢
書
で
あ
る
。

一
冊
の
本
の
価
格
が
わ
ず
か
に
「
一
角
」
一
中
国
の
貨
幣
単
位
一
で
あ
っ
た
。
安
い
値
段
で
売
る
の
が
特
色
で
、
日
本
の
二
十
年
代
後
半
の
い
わ
ゆ
る
「
円

本
」
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
叢
書
に
収
め
ら
れ
た
作
品
は
文
学
・
芸
術
に
限
ら
ず
、
自
然
科
学
や
政
治
、
経
済
等
の
も
の
も
網
羅
さ
れ
て
い
て
、
二
年

聞
に
合
わ
せ
て
七
十
八
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
叢
書
に
収
め
ら
れ
た
小
説
に
は
穆
時
英
の
『
空
閑
少
佐
』
、
施
蟄
存
の
『
李
師
師
』
な
ど
が
あ
る
。

一
1
7
一
穆
時
英
『
南
北
の
極
』
（
改
訂
本
）
の
「
題
記
」
を
参
照
一
上
海
、
現
代
書
局
一
九
三
三
年
一
月
版
一
。

穆
時
英
『
白
金
の
女
体
像
』
の
「
自
序
」
を
参
照
一
上
海
、
現
代
書
局
一
九
三
四
年
七
月
初
版
）
。

一
1
4
一
鄭
振
鐸
『
新
文
壇
の
昨
日
と
今
日
と
明
臼
』
を
参
照
。
原
文
は
一
九
三
二
年
三
月
北
京
大
学
で
の
講
演
の
記
録
稿
で
、
後
に
門
鄭
振
鐸
文
集
』
一
陸

栄
椿
編
選
、
福
建
人
民
出
版
社
一
九
八
四
年
一
月
）
等
に
収
録
。

本
稿
の
訳
文
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
っ
て
試
み
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一219一



一
1
6
）
『
遊
ば
れ
た
男
』
に
は
引
楡
表
現
の
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
こ
に
新
し
い
小
説
統
合
法
を
追
求
す
る
穆
時
英
の
意
識
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

一
1
8
一
一
2
6
一
横
光
利
一
『
穆
時
英
氏
の
死
』
を
参
照
。
原
文
は
一
九
四
〇
年
九
月
号
の
『
文
学
界
』
に
初
載
、
後
に
『
横
光
利
一
全
集
』
に
収
録
。

（
”
）
穆
時
英
『
南
北
の
極
』
一
改
訂
本
）
の
「
題
記
し
を
参
照
。
た
だ
し
こ
一
」
に
は
彼
の
新
感
覚
派
へ
の
傾
斜
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
劉
晒
鴎

　
　
の
名
前
が
見
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
容
易
に
解
決
の
つ
く
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
穆
時
英
が
こ
の
題
記
を
書
い
た
前
年
に
あ
た
る
一
九
三
二

　
　
年
に
水
沫
書
店
が
倒
産
し
た
た
め
、
劉
柄
鴎
は
日
本
に
渡
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

一
2
0
一
申
国
二
三
十
年
代
の
現
代
主
義
運
動
は
決
し
て
小
説
の
面
に
だ
け
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
詩
歌
の
面
で
も
戴
望
箭
の
有
力
な
象
徴
詩
の
実
践
に
よ
っ

　
　
て
文
学
史
上
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
日
本
の
新
感
覚
派
の
運
動
よ
り
も
中
国
の
そ
れ
の
ほ
う
が
文
学
的
基
盤
に
お
い
て
広
く

　
　
て
深
い
運
動
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

一
服
）
鈴
木
彦
次
郎
『
七
月
の
健
康
美
』
を
参
照
。
こ
の
小
説
の
な
か
で
比
楡
的
技
法
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
穆
時
英
の
作
晶
と
よ
く
似
て
い
る
。

一
2
2
）
横
光
利
一
が
新
感
覚
派
初
期
の
『
感
覚
活
動
』
の
な
か
で
「
客
体
を
認
識
す
る
能
力
を
構
成
し
た
悟
性
と
感
性
が
、
物
自
体
へ
躍
り
込
む
主
観
な
る
も
の

　
　
の
発
展
に
際
し
、
よ
り
い
ず
れ
が
強
く
感
覚
触
発
と
し
て
の
力
学
的
形
式
を
と
る
か
と
云
う
こ
と
を
考
え
る
の
が
、
新
感
覚
の
新
な
る
基
礎
概
念
を
説
明

　
　
す
る
に
重
大
な
こ
と
で
あ
る
し
と
、
強
く
悟
性
と
感
性
の
役
割
を
主
張
し
一
「
感
覚
と
新
感
覚
」
一
節
を
参
照
一
、
四
十
年
代
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
ず
に
悟

　
　
性
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
一
『
穆
時
英
氏
の
死
』
な
ど
の
文
を
参
照
）
。
こ
の
主
張
は
川
端
康
成
の
「
主
客
一
如
」
説
一
『
新
進
作
家
の
新
傾
向
解
説
』

　
　
を
参
照
一
、
片
岡
鉄
兵
の
「
数
学
的
な
真
理
」
に
対
し
て
の
反
発
一
『
新
感
覚
派
は
斯
く
主
張
す
』
を
参
照
一
な
ど
と
微
妙
な
差
異
を
な
し
て
い
て
、
意
味

　
　
深
い
こ
と
で
あ
る
。

一
2
3
一
中
国
の
作
家
魯
迅
の
雑
文
や
老
舎
な
ど
の
小
説
の
申
に
も
、
比
楡
が
巧
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
た
だ
あ
る
論
理
や
場
麺
な
ど
を
比
職
表
現
を
通

　
　
し
て
読
者
に
深
い
印
象
を
与
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
作
者
の
文
学
思
想
と
は
直
接
的
な
関
係
は
な
い
。

一
2
4
）
門
機
械
虹
、
に
は
ほ
と
ん
ど
西
欧
的
な
意
味
で
の
「
意
識
の
流
れ
」
は
み
え
な
い
。
一
種
の
内
心
の
独
自
に
近
い
と
い
え
る
。
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